














集積計画：R７ー０６

幹距（例：４ｍ）

樹
高
（
例
：
２
０
ｍ
）

相対幹距比：４÷２０×１００＝２０％

相対幹距比とは

上層木の平均樹高に対
する立木の幹と幹の間
の距離（幹距）の平均
値の割合数字が小さい
ほど密（混み合った）
な森林になります。

１７％以上：適度な密
度
１４％ー１７％：間伐
が必要
１４％以下：緊急に間
伐が必要

大字 字 地番 地目 面積（㎡） 樹種 相対幹距比 森林の施業

洲河崎 代田平 ８５２－１ 山林 6,097 ヒノキ 14.96 要間伐

洲河崎 いもが﨏 ８６０ 山林 3,111 スギ 15.06 要間伐

洲河崎 瀧ノソ子 ８７６ 山林 38,278 スギ 14.95 要間伐

洲河崎 野田ノウ子奥 ９７２ 山林 3,529 スギ 15.28 要間伐

※相対幹距比とは：立木の混み具合を表した数値で、１７以下は間伐が必要な森林

森林の所在及び状況


